
図 1 実験装置の構成 

図 2 周波数スペクトルの比較 
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はじめに 
従来のインフラ点検法では、地下埋設配管の傷や腐食を遠方から評価することは難しい。検査対象

物を破壊せず、遠方から調査可能な非破壊検査の実現が期待されている。高感度かつ省エネルギーで

効率的な非破壊検査が求められている中で[1]、トンネル磁気抵抗型磁気センサ (TMR センサ) はその高

い性能要求を満たす可能性を有している。本研究では TMR センサを高感度なインフラ非破壊検査へ応

用するため、鉄鋼材料を打撃して生じた固有振動から得られる磁気信号を TMR センサで取得する打磁

試験を考案した。本研究では、打磁試験の可能性を検討する第一段階として、鉄板表面に人工的に欠

陥を作製した試料を用いて、鉄板表面の欠陥評価を実施した。 
 
実験方法 
表面に欠陥を有する試験体には、奥行 10 mm、幅 20 mm、

厚さ 6 mm の鉄板(SS400)を用いた。鉄板の表面欠陥とし

て機械加工による陥没穴(深さ 1 mm~5 mm、1 mm 刻み)
および貫通穴を作製した。打撃装置はピエゾ素子を用い

ており、図 1 のような構成で本検査方法を実施した。TMR
センサには、スピンセンシングファクトリー社製の非破

壊検査用センサを用いた。 
 

実験結果 
貫通穴のある試験体と健全な試験体に対して本試験

を実施し、得られた磁気信号を周波数解析して得られた

スペクトルを図 2 に示す。図から分かる通り、ピエゾ素

子の打撃周波数(617 Hz)に由来したシャープなピークと、

試験体の固有振動(820 Hz 近傍)に由来したブロードなピ

ークが出現している。固有振動に由来するピークに注目

すると、貫通穴をもつ試験体は、健全な状態と比較して、

ピーク強度が減少する結果が得られた。この結果は、試

験体の固有振動の微小な変化を TMR センサによって検

出することで、欠陥の有無を判定できる可能性を示唆し

ている。 
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